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令 和 6 年 4 月 5 日 

港 湾 局 産 業 港 湾 課  

「みなとオアシス小樽」を登録します 

～北海道小樽市における小樽港を核とした地域振興に向けて～ 

国土交通省港湾局は、令和 6 年 4 月 21 日に「みなとオアシス小樽」（北海道小樽市）を港の賑わい拠

点となる「みなとオアシス」に登録します。 

代表施設である「小樽国際インフォメーションセンター」は、本年 3 月 25 日にオープンした小樽地域

の情報発信や物販等のサービス提供、賑わい空間の創出に資する観光拠点となっています。敷地

内には、コンテナを使ったテイクアウト専用の飲食店や休憩スペースが提供されており、住民参加に

よる地域振興の取組が継続的に行われ、地域住民の交流促進や地域の魅力の向上につながることが

期待されます。 

○「みなとオアシス」とは、「みなと」を核としたまちづくりを促進するため、住民参加による地域振興の取組   

が継続的に行われる施設を国土交通省港湾局長が登録するものです。 

○「みなとオアシス小樽」の登録により、「みなとオアシス」は全国 161 箇所となる予定であり、北海道開

発局管内では 13 箇所目の登録となります。 

○登録にあたり下記のとおり、構成施設「小樽クルーズターミナル」にて登

録証交付式を行います。なお、同日、構成施設の一つである「小樽港第

3 号ふ頭クルーズ船岸壁（本年 3 月完成）」において、ダイヤモンド・プリ

ンセスの入港に合わせ、小樽市と北海道開発局小樽開発建設部が主

催して、同岸壁の供用開始式典を開催します。 

記 
１．日時：令和 6 年 4 月 21 日（日） 11 時 30 分 ～（１時間程度） 

２．場所：小樽港クルーズターミナル（北海道小樽市港町 3 番 3 号） 

※取材を希望される場合は、同時発表される北海道開発局のプレスリリー

ス記載の申し込みをご覧ください。 
北海道開発局記者発表 http://www.hkd.mlit.go.jp/ot/release/juthpp0000007420.html 

 

  
 

★構成施設「第３号ふ頭基部緑地」などを会場として、市民が一体となって

海への感謝と小樽の発展を祈念し、まちに活気をもたらすための「まつ

り」として始まった「おたる潮まつり」を開催！ 
 
 

※「みなとオアシス」の関連情報については、下記ＵＲＬからもご覧いただけます。 

・国土交通省港湾局ＨＰ：http://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk1_000001.html 

・一般社団法人ウォーターフロント協会ＨＰ：http://www.waterfront.or.jp/oasisu/about.html 

 

「みなとオアシス小樽」のポイント!! 

＜問い合わせ先＞ 港湾局 産業港湾課 担当：後藤、難波 
Tel:03-5253-8111（内線 46-453、46-452） 

03-5253-8673（直通）   

小樽港クルーズターミナル 

小樽国際インフォメーションセンター 

おたる潮まつり 

同時発表：北海道開発局、小樽市 



○みなとオアシスとは
・地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資する「みなと」を
核としたまちづくりを促進するため、平成15年に制度を設立

・住民参加による地域振興の取り組みが継続的に行われる施設として、国土
交通省港湾局長が申請に基づき登録するもの

○みなとオアシスの担う役割
・地域住民、観光客、クルーズ旅客等の交流及び休憩
・地域の観光及び交通に関する情報提供
・その他（災害時の支援、商業機能 など）

○みなとオアシスの構成施設
・旅客施設、展望施設、多目的ホール
・観光案内施設
・駐車場、トイレ、津波避難タワー
・産地直売施設、レストラン など

○みなとオアシスの設置者・運営者
・地方公共団体（港湾管理者含む）
・NPO団体、協議会 など

地域振興イベントの開催状況
(Sea級グルメ全国大会in沼津)

標章
（シンボルマーク）

みなとオアシス所在港湾の一覧

「みなとオアシス」の概要

【広島県】
 忠海港
 竹原港 
 鮴崎港
 小用港
 三高港
 広島港
(宇品/坂)

 蒲刈港
 厳島港
【山口県】
 由宇港
 安下庄港
 徳山下松港
(徳山/下松）

 三田尻中関港

【鳥取県】
 鳥取港
 境港
【島根県】
 西郷港
 別府港
 来居港
 浜田港
【岡山県】
 東備港
 牛窓港
 宇野港
 笠岡港
【広島県】
 瀬戸田港
 福山港
 尾道糸崎港
(尾道/三原)

【中国】

【大阪府】
 大阪港
 阪南港
 深日港･淡輪港
【和歌山県】
 和歌山下津港
 新宮港
 古座港
 日高港
【京都府】
宮津港
久美浜港
伏見港
舞鶴港
【兵庫県】
神戸港
(須磨/神戸）
姫路港
相生港
福良港

【近畿】

【新潟県】
 岩船港
 新潟港
(新潟/聖籠) 

 両津港
【富山県】
 魚津港
 伏木富山港
(新湊/伏木/富山)
【石川県】
 金沢港
 小木港
 飯田港
 輪島港
 宇出津港
 穴水港
 七尾港
 和倉港
【福井県】
 福井港
 敦賀港
 和田港

【北陸】

【茨城県】
 茨城港(大洗)
【栃木県】
 佐野インランドポート
【千葉県】
 千葉港
 木更津港
 興津港
 館山港

【神奈川県】
 川崎港
 横浜港
 横須賀港
 大磯港

【関東】

本部港･水納港
那覇港
中城湾港
平良港
石垣港

【沖縄県】

【静岡県】
 沼津港
 下田港
 田子の浦港
 清水港
 大井川港
 御前崎港
 浜名港
【愛知県】
 三河港
 名古屋港
【三重県】
 津松阪港
 鳥羽港
 宇治山田港
 浜島港･賢島港

【中部】

【高知県】
 奈半利港
 手結港
 久礼港
 あしずり港
 宿毛湾港
 須崎港
【徳島県】
 徳島小松島港

【香川県】
 北浦港
 宇多津港
【愛媛県】
 新居浜港
 枝越港
 宇和島港
 八幡浜港
 三崎港

【四国】

【広島県・愛媛県】
 土生港・立石港

【中国・四国】

【山口県】
 下関港
【福岡県】
 北九州港
 大島港
【佐賀県】
 唐津港
 呼子港
【長崎県】
 比田勝港
 厳原港
 郷ノ浦港
 福江港
 長崎港
 口ノ津港
 佐世保港

【大分県】
 別府港
 大分港
 津久見港
【熊本県】
 富岡港
 牛深港
 八代港
【宮崎県】
 古江港
 油津港
 細島港
【鹿児島県】
 川内港・里港
 ・長浜港
 鹿児島港

【九州】

稚内港
香深港
沓形港
鴛泊港
紋別港
網走港

【北海道】

留萌港
小樽港（新規登録）
釧路港
苫小牧港
室蘭港
函館港
江差港

【青森県】
 大間港
 大湊港
 青森港
 休屋港
 八戸港
【岩手県】
 久慈港
 宮古港
 釜石港
 大船渡港
【秋田県】
 船川港
 秋田港
 本荘港

【東北】

【宮城県】
 気仙沼港
 仙台塩釜港
(塩釜/仙台）
【山形県】
 酒田港
 加茂港
 鼠ヶ関港
【福島県】
 小名浜港

登録数 １６１箇所
（令和６年４月２１日予定）

構成施設のイメージ
(下関港、カモンワーフ)
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別紙－２

【概要】 みなとオアシス小樽

【主なイベント】【代表施設】

国土地理院地図（電子国土Web) (http://maps.gsi.go.jp)をもとに小樽市作成

【基本情報】

設置者 小樽市

運営者 みなとオアシス小樽運営協議会

所在港湾 小樽港 【重要港湾】

港湾管理者 小樽市

登録日 令和６年４月２１日（予定）

おたる潮まつり(７月）クルーズ船歓迎イベント小樽国際インフォメーションセンター

北海道小樽市

官公庁船一般公開

：みなとオアシス代表施設

：みなとオアシス構成施設

観光船乗り場観光船乗り場

【代表施設】
小樽国際インフォメーションセンター
【代表施設】
小樽国際インフォメーションセンター

第３号ふ頭基部緑地第３号ふ頭基部緑地

観光駐車場観光駐車場

小樽港クルーズターミナル小樽港クルーズターミナル

http://maps.gsi.go.jp/


みなとオアシス小樽の構成施設

いろは丸展示館 室内展示

別紙－３①

代表施設 小樽国際インフォメーションセンター 構成施設 小樽港クルーズターミナル

構成施設 第３号ふ頭基部緑地

構成施設 観光駐車場

小樽地域の情報発信や物販等の
サービス提供を行い、賑わい空間
を創出する観光拠点であり、交流
機能、休憩機能、情報提供機能、
商業機能が複合的に備わる施設で
ある。

コンテナ店舗（飲食） ポートマルシェotarue（ｵﾀﾙｴ） （物販）

市民や観光客の憩いの場として、
小規模イベントにも対応し賑わいを
創出する空間。
潮まつり時には会場の一部となる。

大型クルーズ船に対応し、
クルーズ船寄港時の接岸場所
となっており、寄港時にはお
出迎え、お見送りのイベント
等が実施され、賑わいの場と
なっている。

第３号ふ頭周辺のみなとオアシス構成
施設や小樽運河など観光地へのアクセス
に優れた駐車場。
潮まつり時にはメイン会場となる。

構成施設 観光船乗り場
小樽港内周遊や祝津、オタモイ

海岸へ向かう観光船乗り場となっ
ており、国内外の乗船者により賑
わいの場となっている。



みなとオアシス小樽の活動

いろは丸展示館 いろは丸展示館 室内展示
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みなとオアシスイベント情報発信(通年)

クルーズ船歓迎イベント
(４月～１０月(クルーズ船寄港時))

おたる潮まつり(７月下旬)

小樽市ＨＰ内に「みなとオアシス小樽」の
ページを作成し、みなとオアシスの紹介やイ
ベント情報を発信するとともに、小樽市公式
ＳＮＳ（Facebook、X(旧Twitter)、
Instagram）によるイベント情報を発信する。

クルーズ船寄港時には、歓迎イベントとして、小樽港クルーズ
推進協議会や地元高校生、みなとオアシス小樽運営協議会等によ
る、お出迎え、お見送り等のおもてなしイベントを開催。

市民が一体となって、海への感謝と小樽の発展を祈念し、まちに
活気をもたらすための「まつり」として始まり、初日は街なかを踊
り歩く「潮ふれこみ」が行われ、開祭式では御神水の奉納のほか、
潮太鼓の打演もある。２日目は、町内会や学校、企業などが各グ
ループを組んで市内中心部から港まで潮音頭の曲にあわせて練り歩
く「潮ねりこみ」が行われ、最終日には祭りのフィナーレを飾る
「大花火大会」が行われる。

官公庁船一般公開・体験乗船(随時(４月～１０月))
小樽港や港湾関係機関の役割等を市民等に紹介し、理解を深める

ことを目的に、港湾関係機関船舶等の一般公開や体験乗船会を開催。

ＨＰイメージ
Facebookによる
情報発信イメージ

北海道開発局 小樽開発建設部
港湾業務艇 みずなぎ

水産庁 北海道漁業調整事務所
漁業取締船 白竜丸



みなとオアシス小樽への交通アクセス

交通アクセス

＜車＞
○札幌方面から：札樽自動車道、国道5号経由で約30分
○函館方面から：道央自動車道、国道5号経由で約3時間
○旭川方面から：道央自動車道、国道5号経由で約2時間
＜JR＞
○札幌駅から快速で最短32分
○函館⇒札幌、特急で約３時間40分
○釧路⇒札幌、特急で約４時間00分
○稚内⇒札幌、特急で約５時間10分
〇網走⇒札幌、特急で約５時間20分
＜バス＞
○札幌から高速バスで約1時間00分
○旭川⇒札幌、高速バスで約２時間30分
○帯広⇒札幌、高速バスで約４時間10分
＜飛行機＞
○羽田空港⇒新千歳空港、約１時間30分
○新千歳空港からＪＲで約1時間15分

観光案内の問合せ先

【小樽観光協会】 電話：0134-33-2510 https://otaru.gr.jp/

別紙－４

小樽

札幌

旭川

稚内

釧路

帯広

函館

至 札幌

至 余市
網走

新千歳空港

みなとオアシス小樽(代表施設)
小樽国際インフォメーションセンター

周辺の宿泊情報
歴史的な雰囲気とモダンな施設が融合した魅力的な街、小樽での宿泊はいかがですか。
【小樽観光協会】 電話：0134-33-2510 https://otaru.gr.jp/stay
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